
                    令和4年度 学校関係者評価                                    武蔵越生高等学校                                                  (令和５年６月１７日) 

目指す学校像 グローバル化した国際社会のなかで良き形成者・リーダーとして心豊かで実践力のある人間を育成する学校。 学校関係者評価は、PTA 役員、後援会役員、同窓

会役員、学園評議員からなる学校関係者評価委員

会による。 

   

本年度の重点目標 １ 学力の向上と進路の保障  学ぶことの大切さ、理解することの喜びを体得させ、生徒の実態にあった指導を研究し、魅力的で実力のつく授業の展開を図る。 

２ 礼儀正しい態度の養成   社会の中の一員としての自覚を持たせ、自分を律していくことで自他の心を大事にする必要性をわからせる。 

３ クラブ活動の育成強化    生徒の特技や情操を高め、心身の健全な成長を図ると共に、愛校心を育てるためクラブ活動を重視し育成強化していく。 

４ 地域との連携強化      地域の文化の砦としての信頼を得ると共に、積極的に交流を深め、地域の活性化の一躍を担う。 

 

年度目標 年度評価 

番

号 

評価項目 現状と課題 具体的な方策 評価指標 具体的指標 中間 

評価 
達成状況 中間評価時の外部評価と令和 5年度への課題と改

善策 

最終 

評価 

１ 

●学力向上 

●学習環境の整備 

●全コースで学力向上が急務であ

る。クラス内生徒の学力幅が広い。

学力や意欲に応じた課題の出し方

に工夫の余地がある。 

●入学から進路実現まで生徒・保護

者から満足できる学校生活の確保

が求められている。中でも学習環

境や生徒理解という観点は高い。 

●英検受験者は増加傾向で今後合格

率を上げることに力を入れる。 

●授業の充実→教科研修や教科会の活

性化。教科主任会、コース長会の継続

的開催。 

●家庭学習の定着→宿題、スタサプ、デ

ジタル教材等の活用。 

●赤点者の減少と評定値の適正化→赤

点者対象の定期試験前講座等実施。 

●進学基礎講座の開設。 

●教科研修、教員研修、学校研修を増

やす。 

●2年次に「探究ゼミ」を実施。 

●英検ウイークの実施とスタサプ

Englishの有効活用。 

●エンパワーメントプログラム、国内短

期留学の実施。 

●オンライン英会話を計画通り(年間 5

回)実施。 

●教科会が活発に行わ 

れ、研修会や教材研修 

を通じて授業力向上が 

できたか。 

●デジタル教材等が効果 

的に活用され質の高い 

学びができたか。 

●観点別評価基準がスム 

ーズに運用できたか。 

●学期ごとの赤点者

率１５％以内、学年

２％以内。 

●漢検取得率60%     

●英検取得率 

 選抜Ⅱ・アスリート

３級５０％、S 特・選

抜Ⅰ２級２０％、準２

級５０％ 準１級合格 

●実力テスト偏差値

５０以上、河合・進

研、コース・クラス偏

差値５０以上上位層

７０以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 B 

●学期ごと赤点％ ２３．３％ 

  学年ごとの赤点％６．９％ 

●漢検取得率５８．２% 

●英検取得率 

選 抜 Ⅱ ・ ア ス リ ー ト ３ 級

30.7％％、S 特・選抜Ⅰ２級

6.7％、準２級41.8％ 

●実力テスト 

  実力テストCランク以上 

  １年１６％  ２年１３％ 

  S 特進平均偏差値５０以上全学

年クリア 上位層７０以上２．３年ク

リア 

 選抜Ⅰ平均偏差値４３．６  

上位層60.7 

 

（中間外部評価） 

赤点者数減少に向けた取組みの推進を図ってくだ

さい。在校生の特性、個性を伸ばす教育も推進して

ほしい。 

（課題と改善策） 

１． デジタル化の推進 スタディサプリを活用した

家庭学習の定着 

２． 定期試験の共通問題出題、サポートスクール

に設定により、クラス間格差、赤点者を減少さ

せる。 

３． 教科会で外部模試の事前指導、振り返りにつ

いて更に推進する。 

４． ムサオゴ探究ゼミで生徒のアクティブラーニ

ングを促し、自己肯定感を養う。外部コンテス

トに参加し、生徒が外部に向けて発信できる

プレゼンテーション能力を身に付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

●生徒個々の適性を見極

め、将来有益な人材とし

て活躍できるよう指導

する。 

●各学年で到達目標を達成できるよ

うな企画の精査を行う。 

●高校卒業後の進路に対して安易な

選択に陥らないような指導をする。 

●進路イベントの実施と精査 

●GTZ 基準での大学群のレベルの明

確化。 

●データに基づく的確なアドバイス。 

●タームごとの到達度目標設定 

●進路指導部面談の実施 

●学年、担任との連携 

●キャリアパスポートを作成させる 

●大学・短大進学率80％ 

●適切な進路指導で生

徒・保護者の満足度は

得られたか。 

●大学・短大進学率  

 

 

 B 

●四大学進学希望者数75.4%、短

大進学希望者6.2% 

合計81.6% 

●３年生全員進路指導部面談を実

施。 

 

（中間外部評価） 

進路指導への成果が出てきている。本校の良さで

ある面倒見の良さが進路指導でも生きている。 

（課題と改善策） 

1.進路イベントの精選 

２．GTZのD層を減らす方策。他部署との連携 

３．早期動機づけ 

 

 

 

 

Ａ 

２ 

●「挨拶」「礼儀」「校内美

化」「授業規律」の習慣

化。 

●いじめ防止、撲滅に向

けての活動。 

●SNS、携帯依存の問題

への取り組み。 

●挨拶について「分離礼」の習慣化の

取り組みを始めた。 

●いじめ・ＳＮＳの誹謗中傷等の問題

行動撲滅に向けて各分掌と連係す

る。 

●生徒指導案件０に向けた取り組み。 

●新アンケート「こころの健康について」

の実施。各分掌との連携により事前指

導、早期発見に努める。 

●礼節文化体験講座の実施。 

●身嗜み再検査件数を減

らすことができたか。 

●生徒指導件数を減らす

ことができたか。 

●転・退学者を減らすこと

ができたか。 

●生徒指導件数 

●非卒業率 

 

 

 

 B 

●転退学者数R4年卒業生 

入学時342名⇒卒業時325名 

 

●指導件数 11件27名 

（中間外部評価） 

男子のツーブロックについては慎重に対応を。制服

については選べるアイテムが欲しい。 

（課題と改善策） 

１．ブレのない指導 

２．面談、アンケートを通じて早期発見と解決 

３．SNS トラブル未然防止 

 

 

 

Ａ 

３ 

●生徒の心身を鍛え、特

技・特性を伸ばし、集団

の一員として行動できる

ようにさせる。 

●学校行事に積極的に取り組むこと

ができている。 

●部室の清掃、部日誌の活用で自治

活動の推進が必要である。 

●学校行事や部活動を通じて人間的に

成長できるように適切な課題を設定

する。 

●部室点検、部活動日誌の定期点検。 

●生徒会、各委員会との連携と、生徒へ

の支援、協力体制を図る。 

●部活動加入率 

●部活動の実績 

●部日誌の有効活用 

●学校行事の実施状況 

●部活動加入率 

●部活動実績 

 

 

 A 

●部活動加入率 82.6％。●３年ぶ

りに文化祭・体育祭を実施。●関東

大会出場柔道、男子ソフトテニス、

バドミントン、チアリーダー、陸上。

全国大会男子ソフトテニス、チアリ

ーダー、和太鼓。 

（中間外部評価） 

学校におけるリスクマネジメントについては研修す

べき。勉強と部活動を両立できる体制を。 

（課題と改善策） 

１．学校外でのマナー、モラルを高める指導 

２．部活動のSNSを活用した広報活動 

 

 

 

Ａ 

４ 

●開かれた学校を目指し、

地域・保護者と連携す

る。 

●定員確保による学校評

価。 

●ＰＴＡ、後援会、同窓会の連携によ

り、学校行事及び教育活動の運営

に更なる成果を求める。 

●380名の定員に届かない。 

●PTA・後援会・同窓会の活動を通じ魅

力ある学校作りを推進。 

●生徒募集関係イベントの質の向上。 

●Webの積極的活用。 

●学校評価委員会 、

PTA、後援会からの評

価。 

●募集定員を集められた

か。 

●中学・塾交流 

●P・後・同連携 

●HPアクセス数 

 

 

 A 

●説明会において在校生による学

校紹介をとり入れた。Web の積極

的活用。(インスタ、ツイッター)。 

●同窓教員交流会の実施。●PTA

文化祭、強歩大会での運営補助。後

援会校内清掃実施。 

（中間外部評価） 

１５歳人口減少に伴う施策をどう打ち出すか。 

（課題と改善策） 

１．女子募集強化 

２．上位コースの募集強化 

３．SNSを活用した広報宣伝活動強化 

 

 

 

Ａ 

達成度  Ａ：ほぼ達成（８０％） Ｂ：概ね達成（６０％程度） Ｃ:変化の兆し（４０％前後） Ｄ：まだ不十分（４０％未満）  


